
【第４回会議 資料】 

防府市における協働のあり方についての検討 

○協働の範囲・形態について 

１．協働の対象となる公共の範囲 

 

 

 

 

 

 

 

２．協働が可能な事業 

市の基本方針に合致した事業  市民等の先駆性・柔軟性・地域性などが活かせる事業 

単独では実施が難しい事業  協働した方がより良い市民サービスを提供できる事業  など 

 

３．協働の形態（市民により良いサービスを提供するための連携の方法） 

委託、補助、共催、実行委員会、事業協力、後援（詳細は【第３回会議 資料２（参考）】を参照） 

 

４．協働としての委託（従来からの委託との違い） 

（八王子市）          （国分寺市）        （足立区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （山口県）                      （佐賀県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       市民等の意見を仕様書に反映させるなど、市民等の能力を活かすための 

手段を講じながら行う委託 

       （財政効率を重視し業務の外部委託そのものに力点を置いた委託は除く） 

従来、行政が受け持っていた範囲 

新しい公共の範囲 

協働の対象となる公共の範囲 

これまで行政が担ってきた分野
で、協働することでより良い市民
サービスが提供できる分野 

これまで行政の手 
の届かなかった公 
共の分野 
   ＋ 
市民ニーズの多様 
化、高度化等によ 
り発生した新たな 
公共の分野 

通常の委託契約は、区が事

業目的や方法を仕様書にし、

受託者はその内容に違わず、

誠実に履行することが求めら

れるが、協働委託は、受託者

の提案・企画を仕様内容に取

り入れ、事業の遂行過程で協

議の場を設定するなど、受託

者が主体的に取り組むところ

が特徴。 

 市が担当すべき分野の

事業を、市にはない優れ

た特性を持つ市民活動団

体に契約をもって委ねる

協働の形態で、契約を行

う双方が協議を行い役割

分担し、納得した上で協

定書・契約書を締結する

ところが「従来の委託」

と異なる。 

 協働と呼べる委託は、パート

ナーの特性を十分に活用して、

より効果的な取組みを進める

ために業務を委託するもので、

市の下請や経費削減のためと

いった考え方でなく、相互の特

性が十分発揮できるよう、仕様

書の作成段階からパートナー

の意見を参考にして取り入れ

るなど、創意工夫が必要。 

 協働型委託とは、企画段階からＣ

ＳＯ（ＮＰＯ等＋地縁組織）と行政

とが協議しながら進めるもの。財政

効率を度外視するものではないが、

事業プロセスを重視した委託。これ

に対し、「従来型委託」は、行政が

企画して進めるもの。事業完了まで

のプロセスより財政効率を重視した

委託。 

 「協働型委託は」、県民活動団体の特性に着目して

委託を行うものであるため、価格競争にはなじまず、

予算の範囲内で事業に最も適した企画力や実施能力、

ノウハウ等を持つ委託先を決定する方法として、公募

提案方式がよいと考える。「従来型の委託」は、委託

先を県民活動団体に限定せず、民間企業等も候補とし

て視野に入れながら実施する事業形態で、財政効率等

の視点から業務の外部委託そのものに力点をおいた

事業形態といえる。 



【第４回会議 資料】 

○協働の基本原則について 

防府市参画及び協働の推進に関する条例の規定との対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○検討事項 

協働の範囲・形態に対する意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働の基本原則に対する意見 

 

 

 

 

 

 

 

第３条（基本原則） 

第３項 市民等及び市長等は、互いの特性を認識し、

それぞれの役割を分担しながら、対等の立場で協働

してまちづくりを行うものとする。 

第４項 市民等及び市長等は、市政に関する情報を共

有し、参画及び協働を推進するものとする。 

第８条（市長等の役割） 

第２項 市長等は、市民等に対し市政に関する情報を

積極的に、かつ、わかりやすく提供するものとする。 

第１６条（協働の推進） 

第１項 市民等及び市長等は、それぞれの特性を理解

し、相互に補完しながら協働を推進するものとする。 

第 2項 市長等は、市民等の自主性及び自立性を尊重

しながら、協働が円滑に進むよう必要な措置を講ず

るものとする。 

対等の原則 

相互理解・ 
補完の原則 

責任の明確 
化と時限化 
の原則 

公開の原則 

自主性尊重 
の原則   

自立化の原則 

評価の原則 

目的共有の 
原則 

防府市の協働の現状とのギャップ、問題点、課題等 

 

 

 

基本原則に掲げた理念としての協働に近づけるために必要なこと等 

 

 

協働の対象とする公共の範囲の考え方、形態の定義について（特に委託をどう考えるか） 

 

 

 

 

 

 


